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紫 陽 花 の 季 節

春
か
ら
夏
へ
変
わ
る
季
節
の
合
間
に
、
淡
く
、

鮮
や
か
に
咲
く
ア
ジ
サ
イ
。

挿
し
木
で
容
易
に
根
付
く
ア
ジ
サ
イ
は
、
市

内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

梅
雨
時
の
比
較
的
花
も
の
の
少
な
い
時
期
に
、

大
柄
な
花
姿
が
一
段
と
際
立
ち
、
ま
た
雨
に
も

よ
く
映
え
ま
す
。

あ
ず
(
集
ま
る
)
さ
い
(
藍
色
)
か
ら
生
ま
れ
た

名
を
持
つ
こ
の
花
は
、
色
が
変
わ
る
こ
と
か
ら

七
変
化
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

し
と
し
と
と
降
る
雨
に
濡
れ
れ
ば
濡
れ
る
ほ

ど
、
そ
の
色
を
鮮
や
か
に
し
て
ゆ
く
ア
ジ
サ
イ

の
花
。
白
色
か
ら
薄
青
色
、
そ
し
て
紅
紫
色
へ

と
、
ひ
と
雨
ご
と
に
変
わ
る
花
の
色
と
と
も
に
、

夏
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。

本 土 寺

本土寺は、重要文化財をはじめ由緒ある事物

が多く伝わる、市内有数の名刹( さつ) で、ア

ジサイの名所としても知られています。

約30,000株の花がいっせいに咲く様は格別

で、「アジサイ寺」とも呼ばれています。

(JR北小金駅北口から徒歩10分)
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市
民
意
識
調
査

市
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
何
を
考

え
、
何
を
願
っ
て
い
る
か
を
知
り
、
今
後
の
街
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
に
行
っ

た
『
市
民
意
識
調
査
』
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
本
市
に
住
ん
で
い
る
こ

と
に
満

足
し
て
い

る
人
が
約
五
割
。
そ
の
理
由
の
ト
ッ
プ
は

交
通
の
便
が
良
い
か
ら
で
し
た
。

ま
た
、
行
政
へ

の
要
望
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
、

「
保
健
・
医
療
の
充
実
」
で
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
次
の
第
五
次
五
か
年
計
画
(
平

成
6
～
1
0年
度
)
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
意
識
調
査
の
分
析
結
果
を
特
集
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
(
五
ペ
ー
ジ
ま
で
)
。

茴
企
画
課

結果まとめる調
査
の
概
要

皆さんの意見をできるだけ、まんべんなくう かがうため、市政を

10行 政地区に分け、男女別・年齢5 歳 階級別こ、昨年8 月15 日 現 在

の満20 歳以上の市民、1 万 人を無作為に抽出しました。

調査の構成は、職業・住居形態などからなる「基本属性」と、「日

ごろの生活に関する意識や行動、実態」「わがまち観と定住意向」「施

策の評価と要望」の4 つ からなっています( 質問数18) 。

実施期間…平成4 年9 月14日~24 日 の間に、郵送で調査票の配布・

回収をしました。

回収状況…標本数10,000 、有 効回収票数6,023 、 有効回答率60.296

松
戸
人
の
特
性

持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
…

回
答
者
は
、
性
別
・
年
代
に
よ

る
著
し
い
片
寄
り
は
見
ら
れ
ず
、

松
戸
に
住
む
人
た
ち
の
特
性
を
、

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

職
業
で
は
、「
何
ら
か
の
形
で
就

労
し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
が
、

六
三
・
九
%
。
男
女
別
(
表
1
)

で
は
、
男
性
の
八
四
・
八
%
、
女

性
の
四
九
・
四
%
が
仕
事
を
持
っ

て
い
ま
す
。

就
労
・
就
学
者
の
通
勤
・
通
学

先
は
、
都
内
と
答
え
た
人
が
五
〇

住み続けたい

住居の形態( 単位:%) 表2

1. 持ち家の1 戸建て…52.8

2. 持ち家の集合住宅…10.6

(分譲マンションなど)

3・.借家の1 戸建て……5.1

4. 貫貸の集合住宅……20.5!

(団地やアパート など)

5. 社宅、官舎、寮……6.4

6. その他………………1.1

同居の家族数( 単位:%) 表3

1人……6.4

2人……18.7

3 人……22.8

4 人……31.4

5 人………11.0

6 人以上…6.1

男女別の職業

63
%

%
近
く
を
占
め
、
市
内
は
四
分
の

一
ほ
ど
で
し
た
。

通
勤
・
通
学
時
間
は
、「
六
十
分

未
満
」
が
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

住
居
の
形
態
(
表
2
)
は
、
「
持

ち
家
」
六
三
・
四
%
(

う
ち
一
戸

建
て
五
二
・
八
%
)
で

、
「
借
家
」

は
三
二

・
〇
%
で
し
た

。

家
族
数
(
表
3
)
は
「
三
~
四
人
」

が
最
も
多
く
五
割
を
超
え

、
家
族

構
成
は
、
「
親
と
子
」
が
五
九
・
八
%

で
一
番
多
く
、「
三
世
代
家
族
」
も

九
・
一
%

あ
り
ま
し
た
。

前
住

地
は

都
内

が
四

割
を

占

め
、「
生
ま
れ
た
時
か
ら
市
内
に
住

ん
で
い
る
」
は
一
割
と
少
な
い
の

が
、
目
に
つ

き
ま
す
。

松
戸
に

住
む
よ
う
に

な
っ
て

か

ら
の

年
数
は

、
二

十
年
以
上

が

四

丁

○
%
で

、
居
住
年
数
は
比

較
的
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
の
た
め
に
新
潟
か
ら
松
戸
に
移
り
住
ん
で
、
五
年

に
な
り
ま
す
。

主
人
の
勤
め
先
が
東
京
な
の
で
、
通
勤
が
楽
で
い
い
で

す
ね
。
今
、
家
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
辺
り
は
土
地

が
高
い
の
で
、
都
心
か
ら
も
つ
と
離
れ
た
所
に
な
り
そ
う

で

す
。

八ヶ崎武田 雅代さん(20代)

生
活
環
境

近
く
に
ス
ー
パ
ー
・
商
店
街
が
あ
る
・・・

生
活
環
境
で
は
、
ご
自
分
の

住

ま
い
の
「
比
較
的
近
く
に
ス

ー
パ

ー
や
商
店
街
が
あ
る
」
と
答
え
た

人
が
八
一
・
四
%

、「
比
較
的
近
く

に
病
院
や
医
院
な
ど
が
あ
る
」
が

七
五
・
八
%
あ
り
ま
し

た
(
表
4
)
。

生
活
の
利
便
性
や
安
全
性
に
つ

い
て

、
か
な
り
満
足

度
が
高
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

自
宅
周
辺
の
環
境
は
、
「
良
い
」

と
「
ま
あ
ま
あ
良
い
」
を
合
わ
せ

て
七
〇
・
一
%
、
「
悪
い
」
が
一
二
・

六
%
で
し
た
。

首
都
圏
に
位
置
す
る
本
市
の
立

地
条
件
を
考
え
れ
ば
、
環
境
的
に

優
れ
た
一
面
が
あ
る
と
考
え
て
も

よ
さ
そ
う
で
す
。 81

%

日常生活に密着した施設( 複数回答)表4

比較的近くに、スーパ

ーや商店街がある

(%)

81.4

比較的近くに、病院や

医院などがある
75.8

比較的近くに、学校や

保育所、支所などの公

共施設が大体ある

72.5

比較的近くに、公園が

ある
71.4

最寄りの駅まで15分も

あれば歩いていける
71.0

周辺は比較的静かであ

る
61.0

比較的近くに、警察や
交番、消防署などがあ

る
51.3

比較的近くに、林や緑
地がある 47.4

比較的近くに、街路樹

のある通りがある
46.8

周辺の街並みは比較的

整っている
39.4

比較的近くに、スポー

ツ施設がある
33.8



市
川

か
ら
松
戸
に
引
つ
越
し
て
三
十

一
年
に
な
り
ま

す
。
松
戸
は
近
隣
の
市
に
比
べ
て
も
、
た
く
さ
ん
の
自
然

が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

私
は
教
師
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
松
戸
の
子
供
た
ち

は
伸
び
伸
び
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
都
市
づ
く
り
を
続
け
て
い
け
ば
い
い
ん
じ

や
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・

大橋

白鳥 四郎 むし(60代)

わがまち観と定住意向

交通の便がよいから満足 50 %

わ
が
ま
ち
観
や
将
来
の

定
住
動

向
を
探
る
た
め
、
居
住
の
満
足
度

や
満
足
の
理

由
(
表
5
)
、
定
住
意

向
(

表
6
)

に
つ

い
て

調
査
し
ま

し
た
。
本
市
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に

。

「
十
分
満
足
し
て
い
る
」
が
八
・

七
%

。
「
ま
あ
ま

あ
満
足
し
て
い

る
」
四
〇
・
五
%

を
加
え

る
と
、

四
九
・
二
%
の
人
が
満
足
し
て
い

る
と
の

結
果
が
出
ま
し
た
。

そ
の
理
由
の
ト
ッ
プ
は
、「
交
通

の
便
が
よ
い
か
ら
」
で
し
た
。

逆
に

「
不
満
」
と
し
た
人
も
、

約
一
割
い
ま
し

た
。

ま
た
、
定
住
意
向
で
は
将
来
も

「
松
戸
に
住
み
続
け
た
い
」
が
五
七
・

八
%

あ
り
、
将
来
に

向
け
て

定
着

型
社
会
が
形

成
さ
れ
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。

定住意向 表6

松戸 に満足 している理由(3 つまで選択) 表5

50.2

49.0

46.4

25.9

19.5

18.8

15.9

13.5

13.0

2.9

2.1
6割の人が

松戸に

施
策
の
評
価
と
要
望

保
健
・
医
療
の
充
実
を
望
む

37
%

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
現
在
や
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
次

の
よ
う
な
結
果
が
で
ま
し
た
。

施
策
の
評
価
で
は
、
病
気
の
予

防
や
救
急
医
療
体
制
な
ど
の

保
健
・

医
療
や
、
買
い
物
の
利
便
性
・
消

防
体
制
と
い
っ
た
都
市
基
盤
の

整

備
、
教
育
・
文
化
施
設
な
ど
の
充

実
が
比
較
的
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。ま
た
、
こ

れ
か
ら
特
に

力
を
入

れ
て
ほ
し
い
施
策
(
表
7
)

で
は

。

「
保
健
・
医
療
の
充
実
」
が
三
七
・

一
%

と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
福

祉
の
充
実
」
三
五
・
三
%

、
「
河
川

浄
化
な
ど
の
公
害
対
策
」
二
七
・

六
%
で
し
た
。

世
代
別
で
は
、
二
十
・
三
十
代

の
要
望
は
、
各
分
野
に
分
散
し
て

い
ま
す
が
、
四

十
代
以
上
で

は
、

保
健
・
医
療
、
福
祉
の
充
実
に
要

望
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
、
年
代
が
上
が
る

に
つ
れ

高
く
、
六
十
代
以
上
で

は
、

二
人
に
一
人
が
こ
れ
ら
の
施
策
を

要

望
し
て
い

ま
す
。

今後の施策への要望(3つまで選択)表7

保健 ・医 療の充実

福祉 の充 実

河川 浄化など の公害対

策

ご み処理やリ サイクル

の推 進

公共下 水道の整備

鉄道、 バスなど の交通

対策

市街地の再開 発や 各駅

の周辺整 備

緑化の推進や公園、広

場など の整備

風 水害や地震 、火災な

ど の防災 対策

道路や 橋の整 備

生涯学習 ・幼児 教育・

学校教育

商店街の整備 ・充 実

スポーツ、レ クリエ ー

ショ ン対策

文化や芸術の 振興 策

都市景観対策

コミュ ニティ施設 の充

実

情報化対策

青少年・女性対策

国際化対策

都市農業の基盤整 備

健康は大切な財産です

松
戸
に
住
ん
で
六
年
に
な
り
ま
す
が
、
都
心
に
近
い

わ

り
に
は
緑
が
多
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

近
く
に
公
園
も
あ
っ
て
、
子
供
(
三
歳
)
と
一
緒
に
よ

く
散
歩
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
育
制
度
な

ど
の
充
実
を
望
ん
で
い
ま
す
。

日暮

福 田 武さん(30代)

通勤や通学などの交通の便がよいか
ら

永年住み慣れて愛着があるから

買い物の便がよいがら

緑地や川があり、空気がよいがら

道路・公園・下水道などの都市施設
が整っているから

保健や医療、福祉のサービ スが充実
しているがら

地域の人との人間関係がよいから

子供を教育する上で環境がよいから

江戸川の花火大会や常盤平のさくら
祭りなど、特色ある祭りがあるから

文化活動やスポーツ活動が盛んだか
ら

史跡や神社仏閣など歴史的建造物が

あるから

37.1

35.3

27.6

23.6

23.1

20.0

19.4

17.7

14.9

13.0

8.7

7.4

6.6

6.6

5.1

3.6

2.8

2.5

2.1

1.1



時
間
的
ゆ
と
り
が
あ
る

59
%

ふ
だ
ん
の

生
活
の
中
で
の
時
間

的
な
ゆ
と
り
に
つ
い
て
は
、「
十
分

に
ゆ
と
り
が
あ
る
」
と
「
ま
あ
ま

あ
ゆ
と
り
が
あ
る
」
を
合
わ
せ

る

と
五
八
・
九
%
で
、「
あ
ま
り
ゆ
と

り
が
な
い
」
と
「
全
く
ゆ
と
り
が

な
い
」
を
合
わ
せ
た
四
〇
・
一
%

を
上
回
り
ま
し
た
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
二
十
代
か

ら
四
十
代
ま
で
は
、
ゆ
と
り
の
あ

る
グ
ル

ー
プ
が
い
ず
れ
も
五
割
以

上
。
こ

れ
に
比
べ
五
十
代
で
は
六

割
、
六
十
代
以
上
で
は
七
割
を
超

え

、
世

代

が

上

が
る

に

つ

れ
て

時

間
的

ゆ

と

り

の

幅

も
大

き

く

な

る

傾

向

が
見

ら

れ

ま
す

。

職

業
別
で

は
、
「
自

営
業

」
・
「
農

業
」

や

「
会

社

員

、
公

務

員

な

ど

の

サ
ラ

リ

ー
マ

ン
」

で

ゆ

と

り

が

あ
る
と
す
る
人
が
い
ず
れ
も
五
割

前

後
と

、
平

均

を
下

回
り

ま

し

た

。

就

労
し

て

い

な
い

「

学
生
」
・
「

専

業

主

婦
」

は

そ

れ

ぞ
れ

六

割

台

、

七

割

台
で

、

時

間

的
に

ゆ

と

り

の

あ

る
人

の

割

合

が

高
い

結

果

に

な

り

ま
し

た

。

今後の

余暇行動

余韻の過ごり方
上位10位
(複数回答)

日
ご
ろ
の

余
暇
時
間
の

過
ご
し

方
(

複
数
回
答
)
に
つ
い
て

、
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
家
で
テ
レ

ビ

や
新
聞
・
週
刊
誌
を
見
た
り
、
音

楽
を
き
い
た
り
、
ご
ろ
寝
を
し
た

り
す
る
」
七
四
・
九
%
で

、
二
位

以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
ま
し
た
。

以
下
、「
友
人
や
知
人
、
仕
事
仲

間
、
近
所
の
人
な
ど
と
の
つ
き
あ

い
を
す
る
」
三
九
・
四
%

、「
家
族

と
の
団
ら
ん
や
子
供
の
相
手
を
し

た
り
す
る
」
三
三
・
三
%
と
、
身

近
な
行
動
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

反
面
、「
日
帰
り
の
レ
ジ
ャ
ー
や
ド

ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
」
や
「
家
族
や

友
人
な
ど
と
泊
ま
り
が
け
の
旅
行

を
す
る
」
と
い
っ
た
郊
外
型
の
行

動
が
い
ず
れ
も
二
割
を
超
え
、
豊

か
さ
の
一
面
を
反
映
し
た
結
果
に

な
っ
た
と
同
時
に
、
多
様
な
余
暇

の
過
ご
し
方
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

家でテレビ や 新聞、週刊誌を見たり 、音楽をきいた

り 、ご ろ寝をし たり する

友人や知人 、仕事仲間、近所の人などと のつきあい

をする

家 族 と の 団 ら ん や 子 供 の 相 手 を し た り す る

食 べ 歩 き や 飲 酒 、 シ ョ ッ ピ ン グ な ど を す る

遊園地やハイキングなど日 帰り のレ ジャ ーやドラ イ

ブ を楽し む

近く の公園や緑地を 散策するなど 軽い 運動をし たり 、

野球く テニスなど のスポーツをしたり する

家族や友人などと泊まりがけの旅行をする

庭 の 手 入 れ や 日 曜 大 工 な ど を す る

映画館や劇場 、美 術館、音楽ホールなど へ鑑賞 にで力`

けたり 、野球など のスポーツ観戦 にでかけたり する

茶 道、生け花などの 習い 事や写真、絵画、囲碁など

自 分の趣味を楽しむ

74.9

39.4

33.3

31.6

26.7

25.9

25.1

22.9

20.5

16.9

趣
味
・
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
何
か

一
つ
の
も
の
に
打
ち
こ
ん
で
い
き
た
い

美
術
館
巡
り
や
旅
行
な
ど
を
し
て

人
生
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
…

ゆ
と
り
あ
る
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い

八ヶ崎 染谷 倫明に(40 代)

公
共
施
設
は
、
大
い
に
利
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
よ
。

新
し
い
施
設
も
で
き
て
い
ま

す
ね
。
P
R
は
、
も
っ
と
し
て

も
良
い
ん
じ
や
な
い
で
す
か
。

今
あ
る
施
設
も
、
例
え
ば
図

書
館
な
ど
、
よ
り
使
い
や
す
ぐ

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
利
用
回

数
も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

市民
意 識
調 査
結果まとまる

今
後
、
余
暇
を
ど
う
過
ご
し
た

い
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
。

「
家
族
と
一
緒
に
い

る
時
間
を
長

く
し

、
ゆ
と
り
あ
る
幸
せ
な
家
庭

を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
す
る
『
家

族
重
視
型
』
が
二
八
・
六
%

、「
美

術
館
や
博
物
館
巡
り
、
旅
行
な
ど

を
し
て

、
人
生
を
豊
か
に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
『
人
生
重
視
型
』

が
二
六
・
七
%

、「
趣
味
や
研

究
、

学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
何
か
一
つ

の
も
の
に
打
ち
込
ん
で
い
き
た
い
」

と
い
う
『
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
重
視
型
』

が
二
三
・
四
%

と
、
い

ず
れ
も
二

割
台
で
並
び
ま
し
た
。

一
方
、「
友
人
や
知
人
、
仕
事
仲

間
、
近
所
の
人
な
ど
と
も
っ
と
深

く
付
き
合
っ
て
い
き
た
い

」
と
い

う
『
人
付
き
合
い
重
視
型
』
や
、

「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
何

か
の
か
た
ち
で
社
会
貢
献
で
き
る

も
の
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
い

う
『
社
会
貢
献
重
視
型
』
は
、
い

ず
れ
も
一
割
未
満
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

23

27

29
ボラン ティフフ活動

など 、何かの形で

社会貢献できるも

のを行っていきた

い
友人や知 人、仕 事仲間、

近所 の人などと もっと

深く付き合っ ていきた

い その他

わからない

無 回答



こ
こ
三
ヵ
月
く
ら
い
の
間
に
、

公
共

施
設
を
利
用
し

た
…

40
%

公共施設は、多くの市民の皆さんに利用されています

(図書館本館こども室で)

余
暇
行
動
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
、
公
共
施
設
を
ど
の
程
度
皆
さ

ん

が
利
用
し
て
い
る
か
を
伺
い

ま

し
た
(
複
数
回
答
)
。

こ
の
結
果
、
調
査
時
点
の
直
前

三
ヵ
月
く
ら
い
の

間
に
公
共
施
設

(
学
校
・
福
祉
施
設
を
除
く
)

を

利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
三

九
・
六
%
で
し
た
。

利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
右

下
の
表
の
と
お
り
で
す
(
上
位
十

位
ま
で
)
。

利
用
し
て
い

る
人
を
職
業
別
に

見
て

み

る

と

、
「
会

社

員

・
公

務

員
」
、「
自

営

業
」
で

は

い

ず

れ

も

約

。

三

割
で

し

た

が
、
「
学

生
」
、「
専

業

主

婦
」
で

は

五

割

を
超

え

ま

し

た

。

人

生
の

段

階

別
に

見

る

と

独

身

期

の

利
用

が

最

も

少
な

く

、

お
よ

そ

四
人

に

一

人
し

か
利

用

し
て

い

な

い

の
に

比

べ

、

第

一
子

が

中

学

生

以
下

の

人

は

三

人
に

二

人

が

利

用

し
て

い

ま

す

。

そ

の

他

の

段

階
に

あ

る

人

で

は

、

利

用

率
は

す

べ
て

三

〇
%

台

で

し

た

。

あ

な

た

の

利

用

し

た

公

共

施

設

は

利用した施設
上位10位
(複数回答)

図 書 館( 図 書 館 分 館 を 含 む)

一般の公園( 子供と遊んだり、、散歩をしたりした
場合などに限る)

市 民 セ ン タ ー

市 民 会 館

プール施設( 東部スポーツパーク・中央公園・運
動公園など)

体 育館( 運動公園・常盤平・小金原など)

戸 定が丘歴史公園( 資 料館などを含む)

市 民 劇 場

テニス場( クリーンセンター・金ヶ作公園・栗ヶ

沢公園・中央公園など)

健 康 増 進 セ ン タ ー

41.7

37.5

22.2

20.3

16.7

10.4

7.8

7.2

5.5

4.7

日々の暮らし

人付き合い

毎日か充実した生活を

送っている… 59
%

気持ちよく付き合える

人が多い… 51 %

心
の

豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
の
一
つ
と
し
て

、
日
々
の
暮
ら

し
の

充
実
度
や
、
人
付
き
合
い
の

良
好
さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

日

々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
は
、

右
表
の
と
お
り
、
「
仕
事
や
学
業
、

家
事
な

ど
も
順
調
で

家
族
と
の

団

ら
ん

も
あ
り
、
毎
日

が
充
実
し

た

生
活

を
送
っ
て
い

る
」
で
、「
非
常

に

そ
う
思
う
」
と
「
あ
る
程
度
そ

う
思
う
」
を
合
わ
せ
る
と
、
五
八
・

五
%

と
過
半
数
に
な
り
ま
し
た
。

人
付
き
合
い
で

も
、「
地
域
や
職

場
、
学
校
に
は
う
ち
と
け
て

話
し

あ
っ
た
り
、
気
持
ち
よ
く
付
き
合

え
る
人
が
多
い
」
に
対
し
、「
非
常

に
そ
う
思
う
」
・
「
あ
る
程
度
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
人

が
合
わ
せ
て

五
〇
・
六
%

と
、
過
半
数
を
超
え

ま
し
た
。

小金原 宮倉慶子さん(20代)

(左)

内 山由紀子さん(20代)

(右)

市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
市
民
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
が

あ
っ
て
、
便
利
で
す
ね
。

私
た
ち
も
、
住
ま
い
は
離
れ

て
い
ま
す
が
、
市
民
セ
ン

タ
ー

で
開
か
れ
て
い
た
講
座
で
知
り

合
い
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
子
育
て
の
真
っ

最
中
で
す
が
、
子
供
を
ベ
ビ
ー

カ
ー
に
乗
せ
て
、
一
緒
に
公
園

に
行

く
こ

と

も
多
い
ん
で

す

よ
。

五香六実 木場 とし 子さん(40代)

松
戸
は
ま
だ
ま
だ
自
然
が
多

く
残
っ
て
い
て
良
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
緑
や
水
を
大
切

に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
公
園
で
も
、
子
供
た
ち
が
水

遊
び
し
た
り
、
芝
生
で
遊
べ
た

り
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
、
も

っ
と
増
え
て
い
く
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

市 民
意識

調査

結果まとまる



市長に宮間満寿雄氏が当選

投票率は34.87%

市
民
の
代
表
者
を
決
め
る

松
戸
市
長
選
挙
が
、
6

月
2
0

日
に

市
内
九
十
七
ヵ
所
の
投

票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

票
は
同
日
午
後
7
時
3
0分
か

ら
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
、
市
長
に
は
宮
間
満
寿
雄

氏
が
当
選
し

ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数

男
-
一
七
〇
、
五
八
三
人

女

―

二
(
六
、
三
二
五
人

計
上
二
三
六
、
九
〇
八
入

投
票
者
数

男
-
五
七
、六
五
〇
人

女
-
五
九
、八
二
三
人

計
-
一
一
七
、四
七
三
人

投
粟
率

男
-

三
三

八

〇
%

女
-

三
五
・
九
七
%

計
-

三
四
八

七
%

候
補
者
別
得
粟
数

当
選
宮
間
満
寿
雄
氏

六
七
、三
一
七
票

鈴
木

雄
三

氏

三
一
、六
七
〇
票

松
岡

守
雄
氏

一
三
、一
〇
一
票

町
山

久
子
氏

四
、三
七
二
票

茴
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏の青少年教室

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の
青

少
年
で

初
心
者

惠
7

月
1
2日
側
必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
・

学
校
・
学
年
・
希
望
教
室
名
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松

戸
南
二
I

二
青
少

年
会
館
(
G

4
4
-
8
5
5
6
番
)
へ

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
、

窓
口
で
の
申
し

込
み
も
可

。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に

な
り
ま
す
。

会場…青少年会館

教室名( 定員) 実 施 日 時 教材費 講 師

木 工 作

(小3 以上・20人)

7/21C水)・22困・23削・24(二t二)
28(水)・29困・30鬯・31出

午前9 時30分~11時30分
1,500円

少年少女発明クラブ

柴田 姜親氏

と う 手 芸

(小3 以上・20人)

フ/22附・24(二L)・25(日)・27(火)

29困・31山
午前9 時30分~11時30分

2,000円
籐手芸家

若林 敏恵氏

英 語 で 遊 ぶ

(小3 以上・30人)

7/2100

22(村

23田

24(二L)

27(火)

2謝

29困

3腟

午前9 時30分

S

11 時30分

1,000円
日本児童英語振興協会員

中沢 記子氏

バド ミ ン ト ン

(小3 以 上・30人)
無料 松戸市バドミントン協会

空 手 道

(小3 以上・30人)
無料 統道会空手道連合会

押 し 花

(小3 以上・30人) 2,500円
カトレアの会

山根 永子氏

バードカービング
(野鳥の彫刻)
(小3 以上・20人)

1,000円
野鳥の彫刻家

内山 春雄氏

たのしくのろう
一輪車

(小3 以上・30人)

フ/22困・24(土)・25(日)・27(火)
29附・30圀

午前9 時30分~11時30分

無料
千葉県一輪車協会

工藤 伍朗氏

会場…馬橋市民センター

からだによい
料理をつくろう

(小3 以上・20人)

フ/21C水)・22附・23廊・28(水)

29困・30刪
午前9 時30分~11時3C)分

3,000円 松戸市消費者の会

2
4時
間

住
民
票
・
戸
籍
の
申
請
が
で
き
ま
す

市
役
所
や
支
所
が
休
み
の
日

や
夜
間
で
も
、
住
民
票
、
戸
籍

謄
本
・
抄
本
が
申
請
で
き
る
「
休

日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
」

を
市
内
八
ヵ
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所

・
:松
戸
駅
東
西
自
由
通
路
、
常

盤

平
・
小

金
原
・
六

実
・
馬

橋
・
新

松

戸
・
矢
切
・
東

部

各

支

所
入

口

申

請
で

き

る
人
=
末

人

ま

た

は

本
人

と

同

一

世

帯
に

属

す

る

人
(
戸
籍
の
場
合
は
同
籍
者
)

※

申

請
の

翌

日
(

休
日

の

場

合

は

そ

の

翌
日
)

に

郵

送

し

ま

す

。

市

民

課

申請方法

1 備え 付け の申 請書( 住民票、戸籍謄本・

抄 本) に必要事項をご記入くださ い。

2 返信用封筒に、あなた

の 住所・氏名をお書き

ください( 返信用封筒

はご 用意く ださいλ

3 返信用封筒に切手(62 円)

を 張っ てく ださい( 切手

がない 場合は、現金をご

用意ください）。

4 手数料をご 用意く ださい。

住民 票の写し1 通200 円

戸 籍謄本1 通400 円

戸 籍抄本1 通40{} 円

5 申 請書・返信用封筒 ・手数料を備え 付

け の専用封筒に入れ、封をし てホッ ク

スヘ入 れてく ださ い。

6 月定例市議会が

開催されています

7 月7 日まで
6
月
定
例
市
議
会
が
、
6

月
2
8日
か
ら
7
月
7
日
ま
で

の
予
定
で
開
か
れ
て
お
り
、

本

会

議

と

委
員

会
で

慎

重
に

審

議
が

行
わ

れ
て

い

ま
す

。

主

な

議

案
は

、

次
の

と

お

り

で

す

。

条

例

の

一

部

改

正

マ

松

戸
市

市

税

条

例
(

専

決

処

分
の

報
告

及

び
承

認
)

・
・・
地
方

税

法

の
改

正

に

伴

い

、
個

人

市

民
税

均

等

割

の

非
課

税

基

準
金

額

の

引

き
上

げ

を

図

る

と
と

も

に

宅

地
化

農
地

に

係

る
固

定

資

産
税

等

の

軽

減
措

置

の

延

長
等

を

す

る

た
め

▽

松
戸

市

役

所
支

所

設

置

条

例

等

…

字
の

区

域

及

び

名

称

の

変

更
に

伴

い

、

所
要

の

改

正

を
す

る

た

め

▽
松

戸

市

病

院
事

業

の

設
置

等
に

関

す

る

条
例

及

び

病

院
及

び
医

院
使

用

料

手

数

料

条

例

…

病
院

事

業
の

充

実

を

図

る
た

め

監
査
結
果
の
公
表

平

成
4

年

度
の

定

期

監
査

及

び

随

時

監
査
(

工

事

監

査
)

結

果

の

概

要

を
次

の

と

お

り
公

表

し

ま

す

。

平

成
5

年
6

月
2
8
日

松

戸
市

監

査

委

員

加

藤

光
治

原
島
康
廣

渡

辺

昇

湯

浅

和

子

記

〔

定

期

監
査

〕

○

監
査

対

象

機

関
=

清

掃

部

、

環
境

保

全

部

、
土

木

部

、
下

水
道

部

、

建

築
部

、

公

園
緑

地

部
、

消

防
局

O

監
査

対

象

事

項
=

配

当

予
算

の

執

行

状
況

、
委

託

料
の

事

務
処

理

状
況

、
財

産

・

備
品

の

維

持

管
理

状

況
(

共

通
事

項
)
、
廃

棄
物

の

収

集

運
搬

処

分

の

状
況

、

ご
み

再

資
源

化

の

促

進

状
況
(
清

掃

第
1

課
・

日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、

し

尿

処

理
手

数

料

の

賦
課

調

定

及

び

収
納

状

況
(

清
掃

第

2
課
)
、
最
終

処

分

場
の

維

持

管

理

状
況
(

施

設

課

・
日

暮

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、
雑
草

等

の

除
去

状

況

、

浄
化

槽

の

設

置
及

び
指

導

状
況
(

生

活

環

境

課
)
、
公

害

苦

情
と

処

理

状
況

、
公

害

発

生
源

の

規

制

、

指

導

状
況
(
公

害

課
)
、
工

事
・

資

材
の

入

札

及

び
契

約

状
況

(
管
理

課

・

計
画

業

務

課

・

住

宅
課

・

公

園

緑
地

課
)
、
未

登
記

市

道

路

の

調
査

及

び

登

記

事
務

状
況

、

道
路

・

準
用

河

川

の

占

用

事

務
状

況

、

市

道
及

び
側
溝
の
清

掃

状
況
(
土

木

部
管

理

課
・
道
路
課
)
、
水
路

の

新

設

及

び

維
持

管

理

状
況

(
都

市
水

路

課

・
河

川

課
)
、

下

水

道

使
用

料

及

び
受

益

者

負

担

金

の
収
納

状
況
(
計
画

業

務

課

・

施
設

課
)
、
下

水

道

の

新

設
及

び
維
持

管
理

状
況
(
エ

務

第
1

課

・

工

務

第
2

課
)
、

市

営

住
宅

の

管

理
状

況
(

住

宅

課
)
、
建

築

物

等
の

設

計

図

書
の

作
成

及

び
委
託
状
況
(
建

築

課
)
、
屋

外

広

告

物
法

に

基

づ

く

事
務

処

理

状
況

、

違
反

建

築

物
の

現

地

確
認

及

び

是

正

処
理

状

況
(
建

築
指
導

課
)
、

公

園
及

び

街

路
樹

等

の

維

持

管
理

状

況
(
公

園
緑

地

課
)
、

白
井

聖

地

公

園

・
総

合

公

園

の

進
捗

状

況
(

白

井

聖

地
公

園

課
・

総

合
公

園

建

設

事

務

所
)
、
証

紙

の

受
払

状
況

、
予

防
査

察

の

状
況

、
火

災
・
救

急

及

び
そ

の

他
の

災

害

出

動
の

状
況

、

財

政
的

援

助

に

係

る

事
務

処

理

状
況
(
消

防

局
)

O

監
査

の

期

間
=

平

成
5

年
1

月
6

日

～
2

月
2
6
日

○

監
査

の

結

果
=

監

査
の

結
果

は

、

お

お
む

ね

適

切

と

認
め

ら

れ

た

。

〔
随

時

監

査
(

工

事

監

査
)
〕

○

監
査

対

象
工

事

親

水

広
場

築

造
(
そ

の
1
)

工

事

新

古

ヶ
崎

橋

架

替
工

事

O
監

査

対

象
事

項
=

設
計

基

準

の

状
況

、
設

計

図

書
等

の

適

否

、

設
計

見

積
の

適
否

、

施

工

計
画

の

状

況

、
工

事

の

施

工

状
況

、

各

種

検
査

の

状

況

○

監

査
の

期

日

平

成
5

年
3

月
2

日

○

監

査
の

結

果
=

設
計

・

施
工

等

監
査

対

象

事
項

に

係

わ

る

監
査

結

果

は

、
お

お

む

ね

適

切
で

あ

り

、

特
に

指

摘

す

べ

き

事
項

は

見

受
け

ら

れ

な

か

っ
た

。



世界平和都市宣言事業

松戸平和コンサート

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
平
和

を
願
う
気
持
ち
を
世
界
に
広
め

よ
う
と
行
っ
た
「
世
界
平
和
都

市
宣
言
」
を
記
念
し
、
毎
年
夏

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
、
澄
ん
だ
歌
声
の
芹
洋

子
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

日

時
・
=
7
月
2
2日
團
午
後
2

時
3
0分
開
場
、
3
時
開
演

会
場
・
:市
民
会
館

出
演
・
:芹
洋
子
、
市
内
小
中

学

校
の

児

童

・

生

徒

曲

目
・
:
「
四

季
の

歌

」
、
「

坊

が
つ

る

讃
歌

」
、
「
赤

い

花

白

い

花
」

ほ

か

約

二

十

曲

定

員
・
・・
先

着

千
二

百

人

費
用

…

無

料

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
人
数
(
ハ
ガ

キ
一
枚
に
三
人
ま
で
)
・
返
信
用

あ
て

名

を

記
入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸
市

根

本

三
八

七
-

五

松
戸

市

役
所

総

務

部

庶

務
課
へ

澄んだ歌声の芹洋子

はば た き

松戸市制50周年記念誌を販売

します
こ
の
記
念
誌
は
、
今
年
4
月

1
日
松
戸
市
が
市
制
施
行
五
十

周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、

市
が
発
行
し
た
写
真
集
で
す
。

規
格
・
:
A
四
判
・
一
一
二
ぺ

ー
ジ
・
上
製
本

主
な
内
容
…
マ
写
真
で
み

る

松
戸
の
歩
み

マ
現
在
の
松
戸
市

と
市
民
の
様
子
マ
松
戸
市
出
身

者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
(
日

暮
修

一
氏
・
日
暮
真

三
氏
・
平
野
レ

ミ
氏
・
和
田
豊

氏
)

▽
座
談
会

(
松
戸
の
未
来

に

向
け
て
)

▽

松
戸
徳
川
家
と

戸
定
邸
ほ
か

定
価
…
千
七

百
円
(
税
込
み
)

販
売
す
る
と

こ

ろ
・
:図
書
館

本
館
・
博
物
館
・

戸
定
歴
史
館
・

広
報
課

圜
広
報
課

高齢者の方に

仕事を紹介し

ています

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を
開

設
し

、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
方
に
職
業
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

事
業
主
の
方
の

ご
利
用
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
人

生
経
験

豊
か
で

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
方
が
多
く
い
ま
す

。
雇
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
日
・
月

曜
日
・

祝
日
を
除
く

毎
日

、
午
前
9

時
~

午
後
4
時
3
0分

揚

所
市
民
会
館
三
階
・

高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所

費
用
無
料

固

高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
・
1
6
5
1
4
7

1
2

番

一
票
に
誇
り
と

自
信
と
責
任
を

7
1
8㈲
衆
議
院
議
員
選
挙

衆

議

院

解

散
に

よ

る

総
選

挙

は

、
7

月
1
8
日

㈲

が

投
票

日

で

す

。

最

高
裁

判

所

裁

判

官
国

民

審

査

も

同

時
に

行

わ

れ

ま
す

。

あ
な

た
の

一
票

を

大
切

に

、

棄

権
す

る
こ

と

な

く

、

自
ら

の

意

思
で

投
票

し

ま

し

ょ

う

。

投

票
日

時
・
:
7
月
1
8
日

㈲

午

前
7

時
～

午
後
6

時

、
市

内

九

十

七

ヵ

所
の

投

票

所

投

票
で

き

る
人
・
・・
昭
和
4
8
年

7

月
1
9
日

ま
で

に

生

ま
れ

、

平

成
5

年
4

月
3

日

ま
で

に

松

戸

市

に

転
入

届

出

を
し

、
引

き

続

き

居

住
し

て

い

る
人

ま

た
、

松

戸

市
の

選

挙

人

名

簿

に

登
録

さ

れ

、
平

成
5

年
3

月
1
8
日

以

降

に

転

出
し

、

か
つ

転

出

先
に

お

い
て

未

登
録

の
人

は

、
松
戸

市
で

投
票

で

き

ま

す

。

不

在

者

投

票

投
票
日
当
日
に
会
社
の
出
張
、

出
産
予
定
、
旅
行
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ

り
投
票
で

き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

期
間
…
7
月
4
日

収
~
1
7日

出
(

国
民
審
査
は
7
月
1
0日
出

~
1
7日
出
)

時
間
・
:午
前
8

時
3
0分
～
午

後
5
時
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
)

場
所
・
:市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
持
参
す
る
も
の
=
・
投
票
所
整

理
券
(
届
い
て
い

る
人
)
、
認
め

印
郵

便
投

票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手

張

の
交

付

を

受
け

、
身

体

に

重

度

の

障

害
が

あ

る
人

は

、

郵
便

に

よ

る
不

在

者
投

票

が
で

き
ま

す

。

こ

の

場
合

、
郵

便
投

票

証

明

書
の

交

付
を

受
け
て

い

る
人
に

限
ら

れ

ま
す
(

証

明

書
の

交

付

甲
請

は

随

時

受
付

け
し

て

い

ま

す
)
。

投

票

の
手

続
き
=
・
投

票

日
の

四

日

前
(
1
4日
)
ま
で
に

、
投
票

用

紙
お

よ

び
投

票

用

封
筒

を

請

求

す

る
た
め
の

請

求

書
に

署

名
し

、

郵
便

投
票

証

明

書

と
と

も

に

郵

便
で

請

求
し

て

く

だ
さ

い

。

※
す
で

に

証

明

書

の
交

付

を
受

け
て

い

る

人

に

は
、

事

前
に

請

求

書
を

送

付
し

ま

す

。

蠢

選

挙

管
理

委

員

会
事

務

局

児童扶養手当の申請はしていますか

児
童
扶
養
手
当
が
受
け
ら
れ

る
の
は
、
次
の
各
号
に
あ
て
は

ま
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
(
障

害
児
は
二
十
歳
未
満
)
を
監
護

し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
(
養
育
者
)で
す
。

イ
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と

生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

口
父
が
死
亡
し
た
児
童

ハ
父
が
重
度
の
障
害
(
国
民
年

金
の
障
害
等
級
一
級
程
度
)

に
あ
る
児
童
で
、
公
的
年
金

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
児
童

二
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

ホ
父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

へ
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

卜
未
婚
の
子
で
父
か
ら
認
知
さ

れ
て
い
な
い
児
童

チ
捨
て
子
な
ど
で
生
ま
れ
た
と

き
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児

童

た
だ
し
、
以
上
の

条
件
に
あ

て
は
ま
っ
て
い
て
も
、
次
の
よ

う
な
場
合
は
手
当
の

支
給
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

田
対
象
児
童

が
、
毋
の
配
偶
者

(
内
縁
関
係
等
を
含
む
)
に
養

育
さ
れ
て
い
る

口
対
象
児
童
や
、
手
当
を
受
け

よ
う
と
す
る
母
、
ま
た
は
養

育
者
が
国
民
年
金
(
老

齢
福

祉
年
金
を
除
く
)
、厚

生
年
金

等
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と

が
で

き
る

ま
た
、
一
定
額
以

上
の

所
得

が
あ
る
場
合
、
手
当
の
支
給
が

制
限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に

支
給
要

件
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、

支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
か

ら
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に

は
、
正
当
な
理
由
が
あ

る
と

き
を
除
き
、
認
定
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

黷
援
護
課
援
護
係

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー

利

用

受

け

付

け

と

説
明

会

7
月
1
9日

㈲
午
後
6

時
3
0分

か
ら
(
時
間
厳
守
)

会
場
京
葉

ガ
ス

ビ
ル
F

松
戸
ビ
ル

教
育
委

員
会
六
階
会
議
室
持
ち
物
筆

記
用

具
・
印
鑑

利
用

受
付
期

間
1
0月
か
ら
1
2月
末
ま
で
の
分

※
空
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
7

月
2
1日
困
か
ら
社
会
教
育
課

で

、
電
話
に
よ
り
受
け
付
け

し
ま
す
。

黯
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
四

6
6
-
7
4
(
h
)
n
/

番`

教

育

委

員

会

議

を

開

催

7
月
8

日
困
午
後
2
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

圜

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

・
1
6
6
-
7
4
5
5番

市

社

会

福

祉

協

議

会

会

費

納

入

に

ご
協

力

を

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
皆

さ
ん
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
い
そ
の
会
費
を
財
源
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す

。

会
費
一
般
会
員
=

一
世
帯
三

百
円
、
特
別
会
員
=

一
口
千
円
、

賛
助
会
員
=
一
万

円
以
上
(
い

ず
れ
も
年
額
)

黯
市
社
会
福
祉
協
議
会
四
6
8
-

0
5
0
3

番

建

築

の

ル

ー

ル

を

守

り

ま

建
物
を
新
築
や
増
築
す
る
と

き
に
は
、
事
前
に
そ
の

計
画

が

建
築
関
係
法
令
に
適
合
す
る

も

の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
工

事
中
は
、
確
認
を
受

け
て
い
る
旨
の
「
表
示

板
」
を
掲

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
基
準
法
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に

ご
協
力

く
だ
さ
い
。

黯
建
築
指
導
課

旅

券
(
パ

ス

ポ

ー

ト
)
を

申

請

す

る
方

へ

旅
券
の

申
請
に
必
要
な
「
一

般
旅
券
発
給
申
請
書
」
の
用
紙

を
、
市
役
所
市
民
課
と

各
支
所

の
窓
口
に
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
請
に
必
要
な
書
類
…
①
一

般
旅
券
発
給
申
請
書
②
戸
籍
抄

(
謄
)
本
③
住
民
票
④
官
製
ハ
ガ

キ
⑤
印
鑑
⑥
写
真

⑦
身
元

確
認

の
た
め
の
書
類

想
東
葛
飾
旅
券
事
務
所
四
6
6
1

4
4
1
4

番

国

民

年

金

基

金

に

つ

い

て

の

相

談

は

推

進

員

に

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業

な
ど
の
人
た
ち
が
ゆ
と
り
の
あ

る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し

て
、
平
成
3

年
5
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し

ま
し
た
。

各
市
町

村
に
は
、
加
入

希
望

者
の
質
問
や
相
談
が
身
近
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
推
進
員
が
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

。

推
進
員
…
福
地
ト
ミ
子

常
盤
平

一
-
五
-
一
三

・一一
8
7
1
4
4
4
5
番

固
国
民
年
金
課

都
市

計

画

案

の

縦

覧

内
容
松
戸
都
市
計
画
用
途
地

域
、

高
度
地
区
、
防
火
お
よ
び

準
防
火
地
域
の
変
更
案
と
松
戸

都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
案

期
間
7

月
6
日
㈹
~
1
9日
囲
〔
閉

庁
日
を
除
く
〕

会
場
県
都
市

部
計
画

課
、
市
都
市
計
画
課

区
域
紙
敷
の
一
部
の
区
域

圜
都
市
計
画
課
計
画
係



歯で

成人歯科健康診査

を
受けましょう

対
象
年
齢
も
拡
大
し
ま
し
た

健
康
な
と
き
は
自
分
の
体
に

つ
い
て
注
意
を
怠
り
が
ち
。
歯

も
何
か
の
徴
候
が
な
い
と
関
心

を
持
た
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
例
え
ば
歯
槽
膿
漏

(
の
う
ろ
う
)
な
ど
、
痛
み
が
な

く
進
行
す
る
も
の
は
、
気
付
い

た
と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て

い

る
恐
ろ
し
い
病
気
で

、
四
十

歳
以
上
の
人
が
歯
を
失
う
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
生
自
分
の
歯
で
食

べ
る
た

め
に
も
、
年
に
一
度
は
、
成
人

歯
科
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
成
人
歯
科
健

康
診
査
の
対
象
年
齢
を
拡
大

し
、
四
十
歳
以
上
の
人
全
員

が
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
=
・
平
成
6

年
3
月
3
1日

現
在
の
年
齢
が
、
四
十
歳
以
上

の
人内
容
…
口
腔
内
診
査
お
よ
び

相
談
指
導

費
用
=
・
無
料

期
間
・
:平
成
6

年
3

月
3
1日

ま
で

電
話
で
下
表
の
実
施
医
療
機

関
へ
予
約
(

当
日
は
、
共
通
受

診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

一

狸
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

成人歯科健康診査受託医療機関一覧表( 順不同)

地区 医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号

松

-尸

明

地

区

平 岡 歯 科 医 院 64-6666 大 塚 歯 科 医 院 66-2679 福 武 歯 科 医 院 64-7363
皓 歯 ク リ ニ ッ ク 6アー2350 松 戸 歯 科 ク リ ニ ッ ク 67-6520 ozDENTAL CLINIC 63-0100
明 石 歯 科 医 院 65-3712 平 山 歯 科 医 院 67一面1 北 村 歯 科 診 療 室 68-2371
森 歯 科 医 院 62-2700 小 根本 歯科クリ ニッ ク 63-1771 南 花 島 歯 科 診 療 所 65-3796
北 原 歯 科 医 院 67-5001 松戸デンタルクリニツク 64-5308 平 岡 歯 科 医 院 68-8200
小 泉 歯 科 医 院 65-2233 植 田 歯 科 医 院 62-3142 藤 歯 科 医 院 68-3260
佐 藤 歯 科 医 院 6アー1548 大 山 口 歯 科 医 院 62-5992 歯 科 浜 松 医 院 66-0260

宮 本 歯 科 医 院 62-2876 宇 津 見 歯 科 医 院 62-8688 シュン歯科医院 65-3823

小 林 歯 科 ク リ ニ ッ ク 64-1616 兼 坂 歯科 野菊 野診療所 66-1887稔台歯科医院 67ー6607

武 田 歯 科 医 院 65-2232 小 山 歯 科 医 院 67-1053 砂 長 歯 科 医 院 62-0873
昭 和 歯 科 医 院 63-5221 岡 野 歯 科 医 院 63-4631 江 熊 歯 科 医 院 65-3979

ス ギ タ 歯 科 医 院 65-3945 加 藤 歯 科 クリ ニ ッ ク 63-4182 芦 田 歯 科 医 院 62-3446

宇 佐 美 歯 科 医 院 62-5207 高 田 歯 科 医 院 63-6807 中 村 歯 科 医 院 61- フア36
斉 藤デンタルクリニツク 68-2551 町 山 歯 科 医 院 62-3000 嶋 崎 歯 科 ク リ ニ ッ ク 64-6675
青山デンタルクリニツク 67-8151東部

矢切地区・

大 橋 歯 科 医 院 62-7506 瀬 畑 歯 科 医 院 67ー0120 森歯科二十世紀ヶ丘診療所 68-8336
長 島 歯 科 医 院 63-3321 本 山 歯 科 医 院 62-4973 植 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 92-5665
オ コ ヒ ラ 歯 科 医 院 65-4180 佐 々 木 歯 科 医 院 68-9920 中 村デンタルクリニツク 91-6683

常

盤

平

五

香

地

区

吉 田 歯 科 医 院 92-0333 追 立 歯 科 医 院 87-5457 や ば し ら 歯 科 医 院 85-3591

森 元 歯 科 医 院 86-6811 平 賀 歯 科 医 院 87-7714 柳 沼 歯 科 医 院 85-3399

ニト リ 歯科クリ ニッ ク 87-1182 五 香 歯 科 医 院 84-7556 岩 井 歯 科 医 院 85-2696
小 谷 グリ ーン 歯 科医院 86-2738 三 徳 歯 科 医 院 86-4182 新 井 歯 科 医 院 84-7708
有 井 歯 科 医 院 85-5245 恩 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 86-6482 宮 鴿 歯 科 医 院 87-0068

福 島 歯 科 医 院 87-1096 ファミリーデンタルクリニツク88-9391 大 越 歯 科 医 院 85-5164
ゆ う か り 歯 科 医 院 88-0620 歯 科 杉 田 医 院 87ー5535 脇 谷 歯 科 医 院 85-2502
河 上 歯 科 医 院 88-1654 原 歯 科 医 院 8アー8197 大 久 保 歯 科 診 療 所 84-1982
桜 井 歯 科 医 院 84-1378 東 歯 科 医 院 88-1498 長 坂 歯 科 医 院 85-3788
常 盤 平 歯 科 医 院 84-1220 成 島 歯 科 医 院 8アー沺4 高 橋 歯 科 医 院 87-2679
浜 野 歯 科 医 院 8アー3601 戸 原 歯 科 医 院 8アー8640 松 飛 台 歯 科 医 院 84-2862

片 山 歯 科 医 院 87-2916 牧 の 原 斉 藤 歯 科 医 院 85-2788 高 柳 歯 科 医 院 047191-495C 〕
六 実 後 藤 歯 科 医 院 84-1223 後 藤 歯 科 医 院 84- ア566 山 本 歯 科 医 院 89-8841

や ぱ し ら 歯 科 駅 ビ ル 84-4182 橋 本 歯 科 医 院 84-7266 野 本 歯 科 医 院 86-3055
日 暮 歯 科 医 院 86-3394

馬
橋
新
松
戸
地
区

東 風 歯 科 医 院 41-3219 八 ヶ 崎 斉 藤 歯 科 医 院 42-5143 小 谷 歯 科 医 院 45-2815
本 間 歯 科 医 院 41-3045 石 崎 歯 科 医 院 44-4128 長岡デンタルクリ ニツク 44-1391
け い あ い 歯 科 医 院 43-5577 中 和 倉 歯 科 医 院 41-6290 小 児 歯科ポプ ラ 診 療室 45-8941

金 子 医 院 42-9812 佐 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク 42-1834 よ こ 山 歯 科 医 院 46-4789
恩 田 歯 科 医 院 43-2325 新 松 戸 歯 科 医 院 45-1536 新松戸 総 合歯科 診療 所 44-6320
神 谷 歯 科 医 院 43-8958 く ら も ち 歯 科 医 院 43-1224 高 橋 歯 科 ク ニ リ ツ ク 44-5162
白 石 歯 科 医 院 43-5711 と う な い 歯 科 医 院 46-3213

小金小金原地区

岡 田 歯 科 医 院 41-1460 半 田 歯 科 医 院 44-5280 国 谷 歯 科 医 院 45-O056

横 山 歯 科 医 院 43-4585 北 小 金 歯 科 医 院 42-0112 栗 ヶ 沢 歯 科 医 院 43-6956
吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 43-3592 平 井 歯 科 医 院 41-6451 ハ ヤ カ ワ 歯 科 医 院 46-3535

サ カ タ 歯 科 医 院 43-7320 渡 辺 歯 科 ク リ ニ ッ ク 44-7734 斉 藤 歯 科 医 院 43-1325

生 木 歯 科 医 院 44-6326 宮 坂 歯 科 医 院 41-2857 藤 井 歯 科 医 院 45-0418

小 金 原 歯 科 医 院 46-6408 き よ しヶ 丘歯 科診療 所 43-6862 外 苑 歯 科 松 戸 診 療 所 43-0224

塙 歯 科 医 院 42-1070 伊 藤 歯 科 医 院 43-6900 殿 平 賀 歯 科 医 院 41- ア5Z6
谷 津 歯 科 医 院 43-2020 大谷口 歯 科クリ ニッ ク 48-8841

子
宮
が
ん
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

対
象
・・・
市
内
在
住
の
三
十
歳

以
上
の
女
性

内
容
=
・
検
診
車
に
よ

る
集
団

方
式
で
、
ス
メ
ア

ー
点

採
取
の

頸
部
が
ん
細
胞
診
(
問
診
に
よ

り
必
要
な
人
に
限
り
体
部
が
ん

細
胞
診
)

費
用
・
:頸
部
が
ん

・
体
部
が

ん
各
四
百
円
(

生
活
保
護
世
帯

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
老
人

医
療
対
象
の
人
は
無
料
)

※
今
年
度
、
市
内
受
託
医
療
機

関
で

受
診
し
た
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の

着
用
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。

三
日
前
よ
り
膣
の
洗
浄
は
避

け
て
く
だ
さ
い

。
生
理
中
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

惠
当
日
の
午
前
9
時
3
0分
工

…一

時
の
間
に
、
直
接
会
場
で

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係
四
6
6
-

7
4
8
7

濤

3
0應
2
9附
2
8團
2
7詢
2
6§
2
3宙
2
2附
2
1團
2
0㈲

7
ご
1
9月

期

日

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館

会

場

歯
を
大
切
に

ご
存
知
で
す
か
?

8
0
2
0

運
動

一
九
九
一
年
か
ら
厚
生
省

と
日
本
歯
科
医
師
会
に
よ
っ

て

、
八
十
歳
で

二
十
本
の
歯

を
残
そ
う
と
い
う
、
8
0
2

0
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
の
日
本
で
は
、
五
十

一
~
五
十
二
歳
で
約
二
十
本
、

七
十
歳
で

は
約
八
本
の
歯
し

か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
人
の

歯
は
二
十
八
本
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で

す
。

八
十
歳
で
二
十
本
の

歯
を

残
す
の
は
、
今
の
状
態
か
ら

考
え
る
と
、
か

な
り
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

さ
て

、
今
回
は
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
良
い
方

法
を
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
き

に
歯
科
医
院
を
利
用
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
歯
の

具
合

が
悪
い
と
き
や
、
痛
い
と

き

だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

左
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

歯
周
疾
患
に
対
す
る
通
院
の

有
無
別
に
み
た
、
十

年
あ
た

り
の

喪
失
歯
数
を
表
し
て
い

ま
す
。
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
?

自
分
の
健
康
を
守
り

、
保
つ

た
め

に
も
進
ん
で
定
期
検
診

を
受
け
る
こ
と
は
、
あ
な
た

に
と

っ
て
お
得
で
す

。
三
～

六
ヵ
月

ご
と
の

検
診
を
お
勧

め
し

ま
す
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)



情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

馬

橋

東

ダ

ン

ス

同

好

会

毎
週
日
曜
日
午
後
6
時
~
9

時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ

ー

対
象
初
級
・

中
級

費
用

月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
菊

地
四
6
3
-
5
9
0
3
番

二
十

世

紀

ヶ
丘

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日
曜
日
午
後
6
時
3
0分

~
8

時
3
0分

会
場
二
十
世
紀

が
丘

市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月

三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
渡
辺
き
6
1
-
1
9
8
7
番

小

金

原

煎

茶

サ

ー

ク

ル

水
曜
日
(
月
三
回
)
午
前
1
0時

~
正
午

会
場
小
金
原
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
月
四
千
円
(
入

会
金
三
千
円
)

周
一
藤
沢
四
8
4
-
1
1
6
8
番

ゆ

っ

く

り

学

ぶ
中

国

語

会

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
2
0分

~
8

時
2
0分

会
場
婦
人
会
館

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

教
科
書
「
実
践
中
国
語
会
話
」

蠢
東
四
6
7
-
3
2
1
9
番

ニ

ュ

ー

五

香

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
金
曜
日
午

後
6
時
3
0分

~
9
時

会
場
五
香
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
二
千
円
(
入
会
金

千
円
)

黯

桑
原

｀
4
7
-
7
0
3
0
番

仲

良

し

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日

曜
日
午
後
1

時
~
4

時

会
場
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

費
用
月
五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

対
象
中
級
以
上
の
人

圜
井
上
四
9
2
-
1
7
3
7
番

小

金

原

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル
第
一
・
第
三
土
曜
日
午
前
1
0

時
～
正
午

会
揚
小
金
原
市
民

セ
ン

タ
ー

費
用
月
千
五
百
円

(
入
会
金
千
五
百
円
)

黷
坪
野

壺
4
2
-
0
0
5
6
番

(
夜
間
の
み
)

小

金

原

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週

水

曜
日

午

前
9

時
1
5
分

~
1
1一
時

会

場

小

金

原
体

育
館

費

用

月
千

五

百

円
(

入

会

金

千

円
)

蠢

中

原

｀
4
3
-
3
8
6
4

番

(
保

育

あ
り
)

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

松

戸
女
声

合

唱

団

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～

午

後
O

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
五
百

円
)

蠢
稲
垣
{一
6
3
-
1
8
5
2
番

女

声

合

唱

団

・

瑞
季

毎
週
水
曜
日

午
前
1
0時
～

午

後
O

時
3
0分

会
場
五
香
市
民

セ
ン

タ
ー

費
用
二
千
五
百
円

(入
会
金
な
し
)

内
容
モ
ツ
レ

ク
を
い

っ
し
ょ
に

歌
い
ま
せ
ん

か黯
中
川

｀
8
5
1
5
4
8
8
番

松

の
実

コ

ー

ラ

ス

毎
週
木
曜
日

午
前
1
0時
~
午

後
1
時

会
揚
勤
労
会
館

費

用
月
四
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
稲
村
四
6
6
-
0
0
1
7
番

(
夜
間
の
み
)

さ

つ

き

茶

道

会

・

裏

千

家

第

丁

第
二
土
曜
ぼ
、
午
後

1
時
~
6

時

会
揚
明

市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
月
四
千
円
(
入

会
金
千
円
)

鬧
垣
内
・
。
6
7
-
7
4
6
4
番

明

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

火
曜
日
(
月
三
回
)
、
午
後
1

時
~
3

時

会
場
明

市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
円
(

入
会

金
二
千
円
)

蠢
宇
津
見
四
6
4
-
7
7
2
1
番

ふ

じ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
~
9

時
会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
庄
司

｀
4
3
-
8
7
0
0
番

さ

く

ら

会

・

健

康

体

操

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
午
前
9

時
2
0分
A
1
1
時

会
場
常
盤
平

体
育
館

対
象
家
庭
婦
人

定

員
三
十
人

費
用

月

二

千
円

(入
会
金
千
五
百
円
)

蠢
斉
藤
四
8
7
-
5
2
8
2
番

松

戸

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

同

好

会毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

別
館

費
用
月
六
百
円
(

入
会

金
六
百
円
)

黯
石
原
四
8
8
1
2
3
0
9
番

松

戸

園

芸

ク

ラ

ブ

第
三
木
曜
日
午

後
2
時
~
4

時
会
場
市
民
会
館
費
用
月

千
円
(
入
会
金
二
千
円
)

蠢
松
村
四
4
1
-
8
4
3
1
番

女

声

合

唱

団

コ

ー

ル

樹

里

毎
週
土
曜
日
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー

費
用
月
二
千
五
百
円
(

入

会
金
五
百
円
)

蠢
三
木
・
。
8
5
-
1
5
8
3
番

松

戸

市

民

合

唱

団

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
3
0分

~
9

時

会
場
市
民
会
館

費

用
月
二
千
五
百
円
(

入
会
金
千

円
)

蠢
井
出

｀
4
2
-
9
4
r
o
番

松

戸

婦

人

連

合

会

民

踊

部

金

曜
日

午
後
1

時
~
4

時

(
月
三
回
)

会
場
市
民
会
館

費
用
二
予
円
(
入

会
金
五
百
円
)

黯
小

島
四
6
2
-
0
9
2
8
番

リ

ン

リ

ー
ズ
(
合

唱

団
)

毎
週
土
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
)

蠢
平
川

四
6
2
-
9
3
4
8
番

松
戸
(
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ミ
ー

ゴ
①
金
曜
日
午
後
6
時
3
0分
~

8
時
3
0分

②
土
曜
日
午
後
2
時

~
4
時
(
と
も
に
月
三
回
)

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千

円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
佐
藤
四
8
5
j
3
2
5
5
番

横

須

賀

バ

ド

ミ

ン
ト

ン

ク

ラ

ブ毎
週
日

曜
日
・
祭
日
午
前
9

時
~
正
午

会
場
横
須
賀
小
体

育
館

費
用
二
ヵ
月
千
五
百
円

(入
会
金
な
し
)

蠢
堀
井
四
4
4
-
9
0
3
5
番

健

友
会

・

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

毎
週
日
曜
日
午
後
1

時
3
0分

～
4
時

会
場
常
盤
平
第
三
小

体
育
館

対
象
男
性

費
用
半

年
で
千
円
(
入
会
金
五
百
円
)

蠢
池
田
・
。
8
6
-
9
2
8
1番

松

戸

童

謡

を

歌

う

会

第
一
・
第
三
日
曜
日

、
午
前

]且
時
~

午
後
2
時

会
場
婦
人

会
館

費
用
月
千
百
円
(

入
会

金
千
円
)

蠢
池
原
・
。
4
1
-
6
6
2
7番

太

極

拳

少

林

拳

毎
週
日

曜
日
午
後
3
時
~
6

時

会
揚
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入

会
金
二
千

円
)

蠢
熊
沢
四
4
1
-
9
4
2
5
番

s
A
M

・

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

健

康

体

操

①
毎
週
月
曜
・
木
曜
日

午
前

1
0時
~
正
午
に
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
で

②
毎
週

水
曜
日
午
前
9

時
2
0分
~
1
1
時
に
小
金
原
体
育

館
で

対
象
①
女
性
2
0人

②
体

力
の

な
い
人
1
0人

費
用
①
一

回
五
百
円
②
月
千
五
百
円
(

と

も
に
入
会
金
な
し
)

黯

境
四
4
6
-
1
6
5
0
番

健
友
会

・
婦
人
健
康
体

操

毎
週
土
曜
日
午
後
3
時
~
4

時
3
0分

会
場
運
動
公
園
小
体

育
室

定
員
五
十
人

費
用
月

二
千
円
(入
会
金
五
百
円
)

蠢
斉
藤
公
4
2
1
8
0
8
8番

松
柏

吟
道
会
松
戸
支

部

⑥
毎
週
水
曜
・
木
曜
日
午
後

6
時
3
0分
~
8
時
3
0分
⑧
毎
月

第
二
・
第
四
日
曜
日
午
後
1
時

~
3
時

会
揚
稔
台
駅
前
ビ
ル

費
用
④
月
三
千
二
百
円
⑧
月
二

千
二
百
円
(
と
も
に
入
会
金
千

円
)

蠢
稲
本
四
6
7
1
2
6
6
1番

八
ヶ
崎

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク

ラ
ブ毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
4
5分

~
正
午
会
場
八
ヶ
崎
小
体
育

館

対
象
一
般
成
人

費
用
月

五
百
円
(入
会
金
な
し
)

蠢
福
島
四
6
3
-
8
4
6
8番

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ
(

茶

道
)

第
一
・
第
二
・
第
三
水
曜
日
、

午

後
1

時
～
5

時

対

象
市
内

在

住
の

六

十

歳
以

上

の

人

募

集

人

員

五
人

黷

矢
切

老

人

福

祉
セ

ン

タ

ー

四

6
8
-
1
5
0
8

番
(

日

・

月
曜

日

を

除
く
)

ジ

ョ

イ

フ

ル

コ

ー

ラ

ス

毎
週

火

曜
日

午
後
1

時
~
4

時

会
場

市
民

会

館

費

用
月

三
千

円
(
入

会
金

千

円
)

蠢

三

浦

｀
6
4
-
5
0
2
7

番

松

戸

女

子

体

操

ク

ラ

ブ

水

金

会毎
週

水

曜

・
金

曜
日

午

前
9

時
2
0
分

～
1
1
1
1

一
時

会

場

運
動

公

園
小

体

育

室

対

象

一

般
女

子

定

員
三

十
人

費
用

二
ヵ

月

三

千

円
(
入

会

金
千

円
)

蠢

日

高

四
8
4
j
8
4
5
5

番

松

戸

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

協

会

隔

週
日

曜
日

午

後
1

時
~
5

時

会

揚
小

金

北

市

民
セ

ン

タ

ー

費

用
月

五

百

円
(

入

会

金

な

し
)

蠢

西

洋

｀
4
1
-
2
1
7
6

番

保
健
衛
生

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
B
C
G

の
実
施
日
程

会 場 名 ツ反 BCG

五香市民
センター

7/12
(月)
7/14
團

常盤平市民
センター

7/20
(火)
7/22
困

小金市民
センター

7/12
(月)
7/14
團

馬橋市民
センター

7/19
(月)
7/21
團

時
間

午
後
1

時
1
5分
~
2

時
3
0
分

●他の会場については、7月

20日 号でお知ら せし ます。

黷
保
健
衛
生
課
四
6
6
-
7
4
8

3
番

療

育

相

談

7
月
8

日
團
午

後
1
時

会

揚
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の

こ

きゅ
う

股

関
節
脱
臼

検
診
未
受
診
者
と
、

整
形
外
科
領
域
の
診
察
・
相
談

な
ど
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満

の
人
圃

毟
話
で

松
戸
保
健
所
指
導
課

一`
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

三

歳

児

健

康

診

査

7
月
6
日
・
1
3日
・
2
0日

・

2
7日
の

各
火
曜
日

会
場
松
戸

保
健
所

対
象
平
成
2

年
3

月

生
ま
れ
の
幼
児

※
該
当
す
る
幼
児
で
健
康
調
査

票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ

ガ
キ
に
①
住
所
、

②
電
話
番

号
、
③
幼
児
氏
名
、
④
幼
児

生
年
月
日

、
⑤
保
護
者
氏

名
、

⑥
転
入
年
月
日
を
記
入
し
て

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保

健
所
保
健
課
三
歳
健
診
係
へ

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
課
四
6
1
-

2
1
2
1

番

募
集
し
ま
す

英

語

ス

ピ

ー

チ

コ

ン

テ

ス

ト

出

場

者

を

募

集

開
催
日

時
9
月
1
8日
出
午
後

1
時
3
0分
か
ら

会
場
市
民
劇

場

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生

惠
7
月
2
0日

㈹
ま
で
に
、電
話
で

㈱
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
(
秘

書
課
内
)
へ

サ
マ

ー
キ

ャ
ン
プ
参
加

ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

7
月
3
1日
出
～
8
月
2
日
㈲

会
場
殿
山
公
園

費
用
二
千
円

内
容
障
害
者
と
キ
ャ
ン
プ
生
活

喜
楽
家
―
ｑ
χ
u
[
D
1
番

(
月
曜
日
を
除
く
)
へ

国

民

年

金

写

真

コ

ン

ク

ー

ル

募
集
作
品
四
季
を
通
じ
た
県

内
の
風
景
、
行
事
、
名
所
、
旧

跡

、
文
化
財
、
風
俗
な
ど

サ

イ
ズ
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
四
ツ
切
り

ま
で
(
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
み
)

賞
推
選
一
人
(
賞
金
五
万
円
)
、

特
選
三
人
(
賞
金
二
万
円
)
、
入

選
十
人
(
賞
金
五
千
円
)
、
佳
作

二
十
人
(
記
念
品
）

※
作
品
に
は
、
裏
面
に
応
募
票

を
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
作
品

は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま

す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
入
賞
作
品
は
ネ
ガ
を

提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

惠
9
月
3
0日
困
〔
必
着
〕
ま
で
に

〒
2
6
0
-
9
1

千
葉
市
中
央
区
市
場

町
一
-
一
県
社
会
部
国
民
年
金

課
内
千
葉
県
国
民
年
金
協
議
会

(・
1
0
4
3

上
J
-
2
3
8
9

番
)

へ

明

る

い

選

挙

啓

発

ポ

ス

タ

ー
募

集

内
容
明
る
い
選
挙
を
表
現
す

る
も
の

対
象
市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般

規
格
色
彩
は
自
由
、
大
き
さ
四

十
五
㌢
×
三
十
㌢
~
五
十
五
㌢

×
四
十
㌢
以
内

惠
9
月
1
0
日
窗
ま
で
に
、
作
品

に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

小
・
中
・
高
校
生
の
場
合
は
学

校
名
・
学
年
・
性
別
を
書
い
て

、

一
般
の
人
は
郵
送
で
、
小
・
中

学
生
・
高
校
生
の
方
は
学
校
を

通
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三

八
七

―
五
松
戸
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ

通

行
量

ア

ル

バ
イ

ト

募

集

8
月
1

日
㈲
・
2
日

側
午
前

8
時
~

午
後
7
時

調
査
場
所

松
戸
駅
等
主
要
駅
周
辺

報
酬

一
日
八
千
百
円
(
交
通
費
込
み
)

定
員
先
着
百
六
十
五
人

※
二
日
間
勤
務
可
能
な
学
生
(
高

校
生
不
可
)
・
主
婦

圉
電
話
で

松
戸
商
工

会
議
所
四

6
4
1
3
1
1
1
番
へ

市政見学会参加者募集
「
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
」
も

加
わ
り
ま
し
た

市
政
見
学
会
は
、
毎
週
水
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
0月
か
ら
2
1世
紀
の
森
と
広

場
も
加
わ
り
ま
す
の
で
、
グ
ル

ー
プ
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時

~
午
後
3
時
3
0分

見
学
場
所

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
・
公
設
地

方
卸
売
市
場
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
・
2
1世
紀
の
森
と
広
場

対
象
市
内
の
各
種
団
体

定
員

二
十
人

受
付
期
間
参
加
希
望

の
月
の
三
ヵ
月
前
か
ら
1
ヵ
月

間※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

実
施
日
の
二
週
間
前
ま
で
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

惠
電
話
で
広
報
課
へ



情報チャ

ンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

人 口 と 世 帯(6 月1日現在)

O人口463,028 人(+378)

O 男235,668 人(+185)

O 女227,360 人(+193)

○世帯170,981 世帯(+284)

カ

ラ

テ

ビ

ク

ス

公

開

講

座

(
シ

ェ

イ

プ

ア

ッ

プ
&

護

身

術
)
7
月
9
日
窗
午
後
7
時
~
9

時

会
場
青
少

年
会
館

講
師

カ
ラ
テ

ビ
ク
ス
創
始
者
・
長
谷

川
栄
子
氏

費
用
無
料

醴
カ
ラ
テ
ビ
ク
ス
の
会
・
梁
本

萱
6
2
-
1
4
7
7
番

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

夏

季

大

会

(
ダ

ブ

ル

ス
)

8
月
1

日
面

午
前
9

時
～

午

後
5

時

会
場
運
動
公

園
体
育

館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

費
用
登
録
者
一
人
千

二
百
円

、
未
登
録
者
千
五
百
円

内
容
男
女
共
、
一
般
、
三
十
・

四
十
・
五
十
歳
代

圃
7
月
2
3
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
丿

八
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷

川
(

容
4
1
1
7
9
2
5
番
)
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

8
月
7
日
~
9

月
2
5日
の
毎

週
土

曜
日
、
午
前
8

時
~
9

時

4
5分

会
場
中
央
公

園
庭
球
場

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
の
初
心

者

定
員
七
十
人
(

申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
用

七
千
円
(

保
険
料
を
含
む
)

圃
7

月
1
5日
困
ま
で
に

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
一
-

一
〒

一
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・

平
木
皓
弐
(

登
4
8
-
6
7
8
4

番
)
へ

卓

球

・

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

7
月
1
8日
照
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小

学
校
体

育
館

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
木
村
昔
4
1

-
8
5
7
9

番

ス
ポ
ー
ツ

家

庭
婦
人
卓

球
大
会

7
月
1
4日
困
午
前
9
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
家
庭
婦
人

内
容
ラ
ン
ク
別
団
体
戦

費
用

一
人
六
百
円

圃
7
月
7
日
困
午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
わ
れ
る

組
み
合
わ
せ
会
議
で

固
松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
協
会

・
山
口
登
8
6
-
2
6
7
0番

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
教
室

7
月
1
8日
㈲
・
2
5日
㈲
午
後

1
時
~
5
時

会
場
大
橋
小
学

校
体
育
館

対
象
中
学
生
以
上

の
人

定
員
先
着
三
十
人

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
望
月
昔
9
2

-
0
7
0
5
番
(
昼
間
の
み
)

市

民

水

泳

大

会
(

兼

県

民

大

会

選

手

選

考

会
)

7
月
2
5日
㈲
午
前
9

時
か
ら

会
場
運
動
公

園
プ
ー
ル

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

・
中
・
高
校
生
・
一

般
(
二
十

四
歳
以
下
)
・
年
齢
別
(
二
十
五

歳
以

上
五

歳
き

ざ
み
)

費
用

一
人
三
百
円

一
人
二
種
目
以
内
(
た
だ
し
、

リ
レ

ー
を
除
く
)
。
健

康
状
態

が
不
良
の
人
は
、
出
場
で

き

ま
せ
ん
。

惠
7
月
1
0日
出

∴
1
1日
㈲
の
午

後
5
時
1
J
6
時
の
間
に
、
費
用

持
参
で

、
直
接
中
央
公

園
プ
ー

ル
へ

茴
ス
ポ

ー
ツ

課
容
6
3
-
9
2
4

1
番
(
土
・
日

曜
日
を
除
く
)

親
子
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室7
月
1
0日
出
午
後
1
時
か
ら

会
揚
上
本
郷
小
学
校

対
象
小

学
校
四
年
生
以
上
の
人

費
用

無
料
圃
当
日
会
場
で
(
午
後
O
時
3
0

分
受
け
付
け
開
始
)

固
体
育
指
導
委
員
・
滝
田
容
6
2

-
2
6
8
3
番

グラウンドゴルフ教室

期日 時間 会場 費用申

し

込

み

問い合わせ

体育指導委員・吉村

041-3323 番

体育指導委員・横山

086-8333 番

体育指導委員・木下
き45―3429番

①

7/11(日) 午前9 時

正午

八ヶ崎小学校校庭

②
常盤平第一小学校

校庭

③ 7/ 恨日)
新松戸西小学校

校庭

無
料

当
日
会
場
で

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

7
月
1
8日
㈲
午
前
9
時
~
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体

育
館

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
梶
野
昔
4
2

-
2
6
0
2

番

ソ

フ
ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室
平
成
6

年
3

月
ま
で
の
毎
週

日

曜
日
、
午
前
9
時
3
0分
~
正

午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校
体

育
館

定

員
先
着
三
十
人

費

用
毎
回
百
円

圃
毎
回
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
小
林

一`
4
5

1
3
6
8
5

番

講
座
・
講
演

婦
人
大

学
公
開
講

座

7
月
1
6日
窗
午
前
1
0時
～
正

午

会
揚
婦
人
会
館

内
容
「
豊

か
な
明
日
を
創
る
心
」
流
通
経

済
大
学
社
会
学
部
長
・
渡
邊
博

史
氏
、
婦
人
大
学
受
講
生
に
よ

る
学
習
発
表

圃
電
話
で
婦
人
会
館
容
6
4
1
8

7
7
8
番
へ

く

ら

し

と

物

価

通

信

講

座

期
間
9
月
~
6

年
2

月

対

象
二
十
歳
以
上
の

県
内
在
住
者

・
百
五
十
人

費
用
無
料

圃
7
月
1
5日
~
8

月
5

日
(
必

着
)
の
間
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

年
齢
・
氏
名
(
ふ
り

が
な
)
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し

、
〒
2
6
0
1
9
1

千
葉
中
央
郵
便

局
私
書
箱
四
〇
号
千
葉
県
県
民

生
活

課
企
画
調
整
係
(
a
0
4
3
1

2
2
3
-
2
2
9
9番
)
へ

青

年

講

座
「
江

戸

文

化

」
に

触

れ

て

み

よ

う

7
月
1
7日
~
2

月
1
9日
の
毎

月
第
三
土
曜
日
、
午
前
1
0時
~

午
後
3
時
対
象
十
六
～
三
十

歳
の
人
定
員
先
着
十
五
人

内
容
江
戸
風
鈴
製
作
現
場
見
学

な
ど

費
用
実
費
(

交
通
費
・

入
場
料
な
ど
)

圃
電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
容
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

ゆかたの着付けと帯結び講習会

期 日 ① ②

7/11(l日)
午前10時

~正午
午後2 時

4時25(日)
正午~
午後2 時

会場…小金原市民センター
費用…大人2.000円、小・中・高校生

1,〔)00円( 各2 回分)

固小金原文化の会・安達043-6898 番

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

対
象
者
市
内
在
住
の

中
学
・

高
校
生

定
員
三
十
人

費
用

無
料
匣
7

月
6
日
陶
工

…一
日
出
の
間

に
電
話
で
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

容
6
2
1
5
9
6
3番
へ

日 程 時 間 内 容 会 場

7/23c
午前10時

~正午

開講式
福祉映画

オリエンテーション

「ボランティアつて何だ

ろう」
ボランティア

センター

26(月)
車いすの扱い方
ガイドヘルプ について

27(火)
2鯏

豪班別にどち

らか1 日

午前10時
?

午後3 時
施設体験学習

特別養護老人

ホーム「南花

園」

29困
午前10時

~正午
ミニ手話教室

ボランティア

センター

3膾
午前10時

?

午後3 時

施設体験学習

ユニークダンス

閉講式

身障者通所授

産施設

「いぶきの広

場」

ミニ手話教室

飼

い
犬

の

し

つ

け

教

室

7
月
2
2日
困
午
後
2

時
か
ら

会
揚
松
戸
保
健
所

費
用
無
料

定
員
先
着
二
十
人

内
容
講
話

と
飼
育
相
談

圉
電
話
で
松
戸
保
健
所
食
品
衛

生
課
容
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

見
に
行
こ
う
聴
い
て
み
よ
う

文
化
施
設
だ
よ

り

市 民 会 館市 民 劇 場

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

固
市
民
会
館
き
6
8卞
1
2
3
7
~
8

番

3
1山

2
8團
2
5日

2
1㈲

2
0㈲

7
/
1
1臼

期

日

松
戸
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会
☆

カ
ン
ロ

お
口
の
国
の
童
話

映
画
会

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
ト
ム

ーソ
ー
ヤ
Ｌ
☆

親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見
る
会

☆

ベ
ン
チ
ヤ
ー
ズ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
☆

万
作
踊
り
発
表
会 内

容

O

・

1

・
0
0

り
/
』
・
0

1

・
0

4

・

1

・
m
J

6

・
0

1

・
0

8

・
0

1

一
3

1
0一
m
J

1
3二
3
0

2

・
0

1

・
3

5

・
0

1

・
3

O

・
0

1

・
0

(
Z

・

1

・
m
J

4

・
0

1

・
0

6

・
0

1

・
0

8

・
0

1

・
3

8

・
0

1

・
3

1
0一
0
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

閲
市
民
劇
場
昔
6
8
-
0
0
7
7番

4
團

8
/
1
日
3
1出
3
0廁
2
9困
2
8團
2
7㈲
2
5目
2
4山
2
3圀
2
2困
2
1困
2
0図
1
8日
1
7田
1
6廁

'
1
5困
1
1日
1
0田

7
/
9
廁

期

日

ア
ニ
メ
セ
ン
タ
ー
マ
ン
ガ
映
画
会
☆

芥
川
節
子
バ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

斉
藤
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
発
表
会

伊
藤
楽
器
ピ
ア
ノ
発
表
会

音
楽
の
広
場

松
戸
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

伊
藤
楽
器
ピ
ア
ノ
発
表
会

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
☆

バ
イ
オ
リ
ン

ー
ピ
ア
ノ
発
表
会

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

則
松
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
声
楽
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

印
西
女
声
合
唱
団
演
奏
会

内

容

O

・
0

1

・
3

4

・
0

1

・
0

3

・
0

1

・
0

6

・
0

1

・
0

1
0一
m
w

O

・
0

1

・
0

O

・
0

1

・
0

3

・
0

1

・
3

9
一
4
5

3

・
0

1

・
0

1
0一
0
0

O

・
0

1

・
0

O

・
0

1

・
0

7

・
0

1

・
3

3

・
0

1

・
0

8

・
0

1

・
3

1
7一
m
w

8

・
0

1

・
3

1
3一
y
W

5

・
0

1

・
0

7

・
0

1

・
0

開
演
時
間



県大会に続き連続優勝

市立松戸高校剣道部が、6

月5・6日に茨城県霞ヶ浦体育

館で行われた関東高校剣道

大会女子団体の部で優勝しま

した。

わ

た

し

の

健

康

法 催

し

物

訟

戸

市

美

術

展

覧
会

7
月
1
3日
㈹
~
2
5日

㈲
(
1
9

日
は
除
く
)
、
午
前
1
0時
~

午
後

6
時
(
最
終
日
は
午
後
4

時
ま

で
)

会
場
文
化
ホ
ー
ル

費

用
無
料

内
容
日
本
画
・
洋
画
・

彫
塑
な
ど

固

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

登

6
6
1
7
4
Q‥
)
n
乙
番

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

常

盤

平
7

月
1
8
日

㈲
午

前
1
0
時
~

午
後
4

時
〔
雨
天
の

場
合
2
5日

㈲
に
延
期
〕

会
場
西
友
常
盤

平
店
第
二
駐
車
場

寮
出
店
者
募
集
中
(
ア
マ
チ
ュ

ア
の
み
先
着
百
四
十
店
)

固
リ
サ
イ
ク
ル

友
の
会
・
佐
々

木
登
3
2
-
4
8
4
8
番

福

祉

職

場
合

同

説

明

会

①
7
月
1
7日
出

②
7
月
2
5日

㈲
、
と
も
に
午

後
1
時
~
4

時

会
場
①
プ
ラ
ザ

ペ
イ
ア
ン
(

柏

市
)

②
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ
ン

千
葉
（
千
葉
市
)
対
象
社
会
福
祉

施
設
に
就
職
を
希
望
す
る
人
、

そ
の
他
職
場
を
捜
し
て
い
る
人

な
ど

内
容
福
祉
施

設
職
員
に

よ
る
個
別
面
談

圃
当
日

、
直
接
会
場
へ

固
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
セ
ン
タ
1
a
0
4
3
1
2
4
8
-
1
2

9
4

番

教

科

書

展

示

会

期
間
7

月
6
囗
㈹
ま
で

時

間
午
前
9
時
~

午
後
4

時
3
0分

会
揚
相
模
台
小
学
校

固
学
務
課
昔
6
6
-
7
4
5
7
番

常
盤
平

長
谷
川

緑
さ
ん

毎
日
一
万
歩
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
続
け
て
、
十
年
た
ち
ま

し
た
。
私
の
場
合
、
走
る
と

い
う
よ
り
も
速
足
で
歩

く
感

じ
。
一
日
二

回
に
分
け
る
な

ど
、
無
理
な
く
続
け
て
い
ま

す
。コ
ー
ス
も
い
ろ
い
ろ
変
え

た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き

る
の
も
良
い
で
す
ね
。

ジョギング

青

少
年

キ

ャ

ン

プ

大

会

8
月
2
1日
出
よ
(一
日
囲
〔
二

泊
三
日
〕
、

場
所
国
立
赤
城
青

年
の
家
(
群
馬
県
)

対

象
中
学

生
・
先
着
八
十
人

費
用

一
万

円匣
8

月
6
日
應
ま
で

に
、
参
加

費
持
参
で
松
戸
市
青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
事
務
局
(
こ

ど

も
課
内
)

へ

毒

物

劇

物

取

扱

者

試

験

試
験
日
8

月
3
日

㈹

試
験

の
種
類
①
一
般
毒
物
劇
物

②
農

業
用
品
目
毒
物
劇
物
③
特
定
品

目
毒
物
劇
物

願
書
提
出
日

時

7
月
6
日
㈹
・
7
日
困

願
書

配
布
場
所
保
健
所

固
千
葉
県
衛
生
部
薬
務
課
音
0
4
3

-
2
2
3
1
1
2
6
1
4
番

夏

休

み

父

と

子

の

ク

ッ

キ

ン

グ

体

験

7
月
2
4日
出
午
前
1
0時
~
午

後
1
時

会
場
婦
人

会
館

内

容
特
製
ミ

ー
ト
ソ

ー
ス
、
お
楽

し
み
サ
ラ

ダ
、
デ
ザ
ー
ト

定

員
十
二

組
二
十
四
人

対

象
父

親
と
小
学
生

費
用
一
組
千
五

百
円

毘
7

月
1
9一日
側
〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

親
子
の
氏
名
と
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て

、
〒
一
……
松
戸
市

本
町
一
四

―
一
〇

松
戸
市
婦
人

会
館
(
音
6
8
-
5
7
7
0
番
)
へ

※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽

選
。
定
員
に
満
た
な
い

場
合

は
、
1
3日

㈹
以
降
に
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

松

戸

東

子

ど

も

劇

場

・

高

学
年

部

例
会

7
月
1
4日
困
午
後
6

時
4
5分

開
演

会
場
市
民
会
館

費
用

三
千
円
(
会
員
外
)

内

容
野
村

狂
言
の
会
「
日
本
の
笑
い
」

茴
川

本
容
8
4
-
0
5
0
4
番

涼

し

い
夜

を

歩

こ

う
I
・

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ

ン

グ

大

会

7
月
3
1日
出
午
後
9
時
か
ら

8

月
1

日

㈲
の
朝

に
か

け
て

コ

ー
ス
松
戸
三
郷
有
料
道
路
下

~
野
田
(
江
戸
川
沿
い
を
往
復
)

距
離
①
四
十
二
・
一
九
五

劭
②

三
十
㌔
対
象
市
内
在
住
の
小

学
生
~
十
八
歳
未
満
(

小
学
生

は
保
護
者
同
伴
)

定
員
先
着

二
百
人

費
用
五
百
円

匣
7

月
2
0日
㈹
ま
で
に
、
参
加

費
を
持
参
し
て
松
戸
市
青
少
年

相
談
員
連
絡
協
議
会
事
務
局
(こ

ど
も
課
内
)
へ

夏

休

み

子

供

歴

史

教

室

7
月
2
3日
窗
・
2
4日
出
午
前

1
0時
~

午
後
4
時

会
場
新
松

戸
郷
土
資
料
館
(

新
松
戸
支
所

三
階
)

対
象
市
内
の
小
学
校

四
上
(

年
生
・
先
着
二
十
五
人

費
用
無
料

内
容
坂
川
見
学
・

わ
ら
で
炊
こ

う
下
谷
の
お
米

匣
7
月
1
0
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し

、

〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
三
-
二
七

紺
新
松
戸
郷
土
資
料
館
(

音
4
4

-
1
9
0
9

番
)
へ

星

空

を

散

歩

し

ま

せ

ん

か

(
夏

休

み

中

の

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

投

映
)

3回目 2回目 1回目曜日期
間

午
後
3
時
3
0分
か
ら

午
後
1
時
3
0分
か
ら

/ 水・
木

7
/

｀
‥一
Ｓ
8
/
2
9

午
前
1
0
時

か
ら 土

・
日

費
用
三

歳
~
中
学
生
よ

二
十

円

、
高
校
生
以
上
=

五
十
一
円

寮
団
体
(

二
十
人
以
上
)
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

醴
市
民
会
館
昔
6
8
-
1
2
3
7

番

夏

休

み

親

子

映

画

上

映

会

7
月
2
1
日

困

午
前
1
0
時

・
正

午
・

午

後
2

時
・
4

時

・
6

時

3
0分

か

ら
の

五

回

上

映
(

七

十

五

分
)

会

場

市

民
会

館

費

用

前

売
り

七

百
円
(

当

日

九
百

円
)

内

容
「
お

ば

け
煙

突

の

う

た

」
・
「
ぼ

く
と

き

ど

き

ぶ
た

」

固

松

戸

親
と

子

の

良
い

映

画

を

見

る

会
(

松

戸

教

育
会

館

内
)

昔
6
2
-
3
7
3
8

番

「

勤

労

青

少

年

の

日

」

記

念

ス

ポ

ー

ツ

交

流

会
(

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会
)

7
月
2
1
日

團

午
後
6

時
か

ら

会
場

と

き
わ

平

ボ

ウ
リ

ン

グ

セ

ン
タ
ー
（
常
盤
平
駅
前
)
対
象

市
内

在

住

・

在
勤

の

三
十

歳
未

満

の

勤

労

者

定

員

先
着

百

人

費
用
千

二

百

五

十
円
(

ゲ

ー
ム

代

・

靴

代
)

匣
7

月
6

日

㈹

か
ら

、
電

話
で

松

戸

商
工

会

議

所

容
6
4
-
3
1

1
1

番
へ

と

も

し

び

読

書

会

7
月
1
5
日

困

午
弧

……一
時

～
正

午

会

場

婦
人

会

館

テ

キ

ス

ト

安
岡

章
太

郎

「
僕

の

昭

和

史

I

」

費
用

七
百
円
(
初
回
無
料
)

固

津
守

容
9
1
1
0
9
3
5

番

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付
日

時
7

月
1
6
日

窗

午

前

9

時
~

午
後
3

時
と
1
7
日

出

午

前
9

時
工
1
1一
時

抽

選

・
販

売

日

時
7

月
1
7
日

出

午

膊
1
1
時
か

ら

会

場
生

き
が

い

福

祉
セ

ン

タ

ー
(

金

ヶ

作
二

七

七
I

四
)

台

数
・
価

格
四

十

台
・
一

台
七

千

円
~

一

万

一

千

円

交

通
五

香

駅
東

口

か
ら

新
京

成

バ
ス

「
小

新
山

行

き

」

ま
た

は

「

柏

陵

高

校
行

き

」
で

、
新

栄

町
入

口

下

車
(

五

香
駅

午
前
9

時
2
1
分

・

3
0分

・
1
0
時
4

分

発

が

あ
り

ま

す

。
)

※

抽

選
日

当

日
(
1
7
日
)

は

、

五

香

駅
東

口

午

前
1
0
時
2
0
分

発
の

事
業

団

マ

イ
ク

ロ

バ
ス

が

あ
り

ま

す
(

迎

え

の
み
)
。

車
で

の

来

場
は

ご

遠

慮
く

だ

さ
い

。

固

則
生

き

が
い

福
祉

事

業
団

容

8
4
1
Qり
1
G
)
1
番

か

っ

ぱ

組

の

「

一

日

遊

ぼ

う

会

」

7
月
1
1
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分

~
午

後
5

時

会

場

新
松

戸

中

央

公

園

費
用

五
百

円
(

保

険

料

込

み
)

内

容
は
ん

ご
う

炊

さ

ん

と

集
団

遊

び

惠

相
m

音
4
4
1
5
8
3
9

番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………≪66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………068-3756 番
衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

戸 定 歴 史 館

期 問 内 容

7/25(日)まで
海を渡った幕末日本

一写真構成・1867年パリ万博一

7/31( 土)~9/23困
小中学生のための歴史展示
御日昭武とその時代-

※7 月の土曜日午後1 時30分から、展示解説を行います。
入館時間…午前9 時30分~午後4 時30分( 月曜日は休館)

入場料…大人60円・高・大学生40円・小中学生20円
醴戸定歴史館O62 ―2050番

松戸駅市民ギャラリー

期間 7/9R まで 1釦~2謫 24(土)~8/6c

東 ふよう会展
パステル画と切り綰二人展

創作リフォームの会

ゆかたからのリフォーム

作品展

西 蘭寿会展(ペン字)
松戸市立のぞみ学園

作品展示会

マークリチヤードスミス
コラージユ写真

「心に歓迎と祈りを導く

かけ声と手」

固社会教育課成人教育係≪66-7462 番

文化ホール
ギャラリー

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
1
0時
~
午
後
6
時

問
文
化
ホ
ー
ル

酋
6
7
-
7
8
1
0番

'
2
8伽
～
8
/
8
臼

2
8伽
～
8
/
1
臼

7
/
1
3図
～
2
5日

期

間

平
和
パ
ネ
ル
展

松
戸
市
小
中
学
校
席
書
展

松
戸
市
美
術
展
覧
会

内

容

おはなしキャラバン

費
用
:・
無
料

※
8
日
は
午
後
3
時
と
4
時
か
ら
の
二
回
公
演
。
★
印
は
、
午
前
1
1時
~
午
後
3

時
。
お
は
な
し
広
場
は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
・一一
6
3
-
9
9
9
9番

問
図

書
館
本
館
き
6
5
1
5
1
1
5番

3
0廊
2
9附
2
3廁
2
2困
1
6廁
1
5附
9
廁

7
/
8
困

期

日

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
★

野
菊
野
団
地
集
会
所
★

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
★

明
市
民
セ
ン
タ
ー

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

図
書
館
本
館

会
場

お
は
な
し
広
場

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
広
場

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

形

態

ら
い歳く
9E3

対
象

鴨Ｅ3作
時
間

博 物 館

※
月
曜
日
・
第
四
金
曜
日
は
休
館
。

入
館
時
間
・
:午
前
9
時
3
0分
~
午
後
4
時
3
0分

入
館
料
:
二

般
3
0
0
円
・
高
大
学
生
1
5
0

円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

問
博
物
館
豐
8
4
-
8
1
8
1番

8
/
3
関
一
4
伽
午
前

1
0時
・
午
後
2
時

7
/
刀
l㈲
・
2
8伽
午
前

1
0時
・
午
後
2
時

7
/
3
1田
ま
で
午
後
1

時
・
3
時
か
ら
二
十
分

間
(
土
・
日
は
午
前
1
1

時
か
ら
も
上
映
)

7
/
2
5日
ま
で

期

間

体
験
学
習
「
布
を
織
る
H
」

豪
申
し
込
み
は
、
当
日
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で

体
験
学
習
「
布
を
織
る
I
」

※
申
し
込
み
は
、
当
日
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像

「
東
北
の
夏
祭
り
」
を
上
映
(
観
覧
無
料
)

豪
7
/
1
5困
は
上
映
し
ま
せ
ん
。

資
料
展
示
「
市
内
出
土
の
縄
文
土
器
」
(
観
覧
無
料
)

内

容

午
前
・
午
後

各
先
着

六
名
ま
で



郷土の力士、今場所から十両に昇進

が
ん
ば
れ
力
櫻
関
!

鳴
戸
部
屋
の
前
で

「人と違う人生を歩みたかった」と話す力櫻関、現在20歳。

私たちのまちから関取が誕生し

ました。

八ヶ崎にある鳴戸部屋( 親方は

第59代横綱・隆の里俊英) の力櫻

(りきおう) 関は、今場所( 名古

屋場所) から十両に昇進、現役最

年少の関取になりました。

日本相撲協会には約900人の力

士がいますが、関取と呼ばれるの

は十両以上で、そのうちの66人。

力士憧れの大銀杏(ああいちよう)

のまげが結えるほか、化粧まむし

を締めて土俵入りができるように

なります。

「番付はあくまで後から付いて

くる結果なので、今までどおり一

生懸命頑張るだけです」と、土俵

に立った顔からは想像がつかな

い、やさしい笑顔で話す力櫻関。

これからの活躍が楽しみですね。

こ

れ
が
番
付
表

ふ
れ
あ
い
を
広
け
よ
う
ノ

リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
登
場

松
戸
市
民
憲
章

私たちは、縄文の昔より悠久とした時の流れにはぐくま

れた、この大地を郷土とする松戸市民です。

私たちは、このまちを誇りとし、輝かしい未来の実現と、

かけがえのない地球と文明との永遠の調和を求め、自らの

責任のもと、全市民共通の願いとして、ここに松戸市民憲

章を定めます。

1. 私たちは、自然をいつくしみ、豊かな心を育てます。

1. 私たちは、共に助けあい。

健康で明るい社会を築きます。

1. 私たちは、伝統を守りー、新しい文化をはぐくみます。

1. 私たちは、郷土を愛し、

希望と活力にあふれるまちをつくります。

1. 私たちは、平和を尊び。

広い視野をもつ国際人をめざします。

平成5 年4 月1 日

多くの人たちとの、ふれあいネットワークを広げてください

車いすの人や寝たきりの人にも、流れる景色や日常を離れる

楽しみを味わってもらえるようにと、リフト付き福祉タクシー

ガ登場しました。

「ふれあいネットワーカー」と名付けられた車は、医療器具

を固定する工夫や高さが調節できるベッドなどの装備が施され

ています。

料金は大型タクシーと同額で、利用は予約制( 渡辺交通無線

配車センター≪61-7711 §) です。

花
の
心
を
伝
え
る

第3 回花空開展で金賞を受賞

名倉亙さん

大
学
生
の
こ
ろ

、
実
験
に
使

う
切
り
花
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
花
屋
を
訪
れ
た
の
が
、
花
と

の

出
合
い
た
っ
た
。

「
花
屋
さ
ん
と
い
う
の
は
、

生
ま
れ
て
初
め
て
だ
っ
た
ん
で

す
よ

。
き
れ
い
だ
な
あ
と
見
と

れ
て
し
ま
っ
て
…
」

こ

れ

が
き

っ
か

け
と

な
っ

て

、
花
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し

よ
う
と
決
心
し
た
。

卒
業
後
、
生
花
店
に
勤
め
だ

し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
知
っ
た
。「
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ

ろ
始
ま
り
だ
し

た
の
で

、
自

分
で

も
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と

思
っ
て
」

以

来
、
独
学
で
研
究
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
自
己
流
だ
か
ら

と

謙
そ
ん
す
る
が
、
2

月
に
東

京
ド
ー
ム
で

行
わ
れ
た
「
洋
ら

ん
展
」
で

の
優
秀
賞
に
続
く
今

回
の
受
賞
で

、
そ
の
力
量
の
ほ

ど
が
う
か
が
え
る

。

。

作
品
を
つ

く
る
と
き
に
は

、

色
合
い
や
デ
ザ
イ
ン
、
花
器
な

ど
を
結
び
つ

け
て
、
イ
メ
ー
ジ

を
煮
詰
め
、
具
体
化
し
て
い

く
。

「
で
も
、
花
は
工
業
製
品
と

違
い
ま
す
か
ら
ね

。
イ
メ
ー
ジ

そ
の
ま
ま
の
花
が
手
に
入
る
わ

け
で
は
な
い
し
・
…

こ

れ
で
い

い
と
い

う
限
界
が
な
く
て
、
ど

ん
ど
ん
手
を
加
え
た
く
な
る
不

安
が
、
い
つ
も
つ

き
ま
と
い
ま

す
」そ
れ
だ
け
に
、
思
い
描
い
て

い
た
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
に
で
き

上
が
っ
た
と
き
の
満
足

感
は
、

何
物
に

も
替
え
難
い
も
の
が
あ

る
。受
賞
作
の
「
ム
ー
ン

ー
フ
ォ

レ
ス
ト
」
は
、
シ
ン
プ
ル
な
ア

レ
ン
ジ
で
宇
宙
を
表
現

、
地
球

環
境
保
護
の
訴
え
を
込
め
た
も

の
。
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
完
成

度
も
高
い
と
評
価
さ
れ
た
。

こ

の
春
、
草
加
市
内
に
花
と

雑
貨
の
店
を
開
い
た
。
店
の
名

は
「
ム
ー
ン

ー
フ

ォ
レ
ス
ト
」
。

「
自
然
に
生
え
て
い

る
よ
う

な
草
花
が
好
き
で

、
将
来
は
フ

ラ
ワ

ー
ア
レ

ン

ジ
メ
ン

ト
の

教
室
を
開
い
て
、
花
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
語
る
、

名
倉
さ
ん
の
人
柄
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
花
屋
さ
ん
だ
っ
た
。

(
新
松
戸
在
住
)

受賞作の「ムーン・フォレスト」

ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げます。

広報課
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